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：， ＿ 主力ブランドの基礎知識
〇〇商会リビング関連部では主力ブランドを、 戦略的lこ5ブランドに絞り込んでいます。 自分の担当して
いるショップで取り扱っている商日lこついての知践を深めることは当然のことですガ、 取り扱っていない 
高田の符牲を知っておくことも大切です。 お客織の要望、 状況！こ合わせて、 ブランドにとらわれず商屈を
おすすめるなど、 柔較牲のある応対につとめてください。

ブランドの基磁知識
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ここでは、タイミングよくお客儀｜こ情報提供できるよう｜こ、�要最小限、覚えてお
かなければならない5ブランドの基礎知識、要素を簡潔にまとめましだ。各ブラン
ドのプロフィール、特性などをベースlこし、その上にそれぞれのあ害僚の二一ズに
合わせだ戸ドパイスをプラスします。

・ピュイフォルカ（1820年創立 フランス パリ〉

プロフィ ール
ナポレオン時代の末期、パリのマレ一地区には、 金銀細工師疋ちの工房ガ次々と開
かれ定。 その地区の一角に、伝統的な銀細工の家系である工ミール ・ ピユイフォル
イカガ工房を聞く。 主｜こフランス王室の武具の製作を行ってい疋ピユイフォル力家
から、天才的と言われる金銀細工師ガ次々と出て、 ピュイフォルカの名声はフラン
ス中にひろまる。
20世紀初頭、銀の収集家であるルイ ・ ヴィクトーJし・ピュイフォルカガ銀器のコレ
クションに力を注ぐ。 このコレクションを作田の源とし、ピユイフォル力は、ルイ
13世犠式から戸ールデコまで邑時代の金銀細工儀式を再現しだ作白を創りだす。 こ
のような美術史的価値の上lこ、ルイ ・ ヴィクトールの息子、天オ的デザイナーと言
われるジャン ・ ピユイフォルカの芸術性ガ加わり、ピユイフォルカの銀器の評価は
ますます高まつ芝。
田質の高さの評価を表すように、ピユイフィル力の製自は、 工リゼ宮のオフィシャ
ルウ工戸として使用される。ピユイフォル力の銀皇官工リゼ・｜志、パカラのクラス、セ
ーブルの陶臨器とともに、工リゼ宮の・ 3種の神器．と呼ばれている。
特畏

・息の長いデザイン
1820年の会社創業以来、廃止され疋デザインガひとつもない0

．ひとつひとつの製昂に刻印が記されている
刻印で製造時点ガすべてわかる。 製自ひとつひとつを円念｜こ、責任をもって仕上
げていることの象徴。

· II高の品質
1000分の950という最高純度の銀の使用。

代表的なシリ ーズ
・シルバーカトラリー

ルイ13世犠式 ヴユ－｝＼リ 力ルディナル
ルイ14世儀式 ロザン
レジャンス犠式 工リゼ
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ルイ15世儀式 口ワイヤル
ディレクトワール様式 ディレクトワール
戸ンビール様式 ペルシエ
戸一jレデコ様式 カンヌカブールロワイヤン

．ポーセリン
銀器に調和する戸イテムとして、 リモージユに以来して創作。
シンキン
タンユ
ポンペイ
ガリユーシャ
サン ・ ベテルスプール
ローズピユツド

・アウガルテン（1718年創立 オーストリ戸 ウィーン〉
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プロフィ ール
旬世紀初頭、ローマ帝国首都ウィーンは、 ハプスブルク家の栄華に合わせて華やか
な世界を繰り広げられてい疋。 1718年、デユ ・ パキ工は、皇帝力一ル 6 世の許しを
得て、ウィーンのリヒテンシユトラーセに、ひとつの陶器黙（ウィーン窯〉を開い
疋。 これガ戸ウガルテンの誕生となる。のち1744年、創造的な聞芸美術に深い関山
をもっ女帝マリ戸 ・ テレジ？によって国営とされ、発展し疋。女帝の死後、 1784年
｜こは、ゾルゲンタールガ責任者となり、浮き彫りゴールドの授術やコバルトブルー

を完成させ、水準の高い作田を作り続け疋ガ、 工場は衰退の道をだどっていつ疋。
ついに、1864年に財政難から活動停J..tとなったのである。
再び、1924年｜こ、ウィーン窯（戸ウガルテン社〉は戸ウガルテン城で開かれ、ウィ
ーン窯時代からの伝統的パターンや新しい感覚の陶磁器を作り始めた。1939年には、
ウィーン市の管理するつィンナーポルセラン ・ 戸ウガルテン社となるガ、現在もバ
ロック様式などの伝統柄をはじめ、芸術性の高い磁器を作り続けている。

特畏

・アウガルテン城の歴史を踏襲した作局群
マリ戸 ・ テレジ戸の指猟の賦として名高い戸ウガルテン蛾は、 モーツ戸ルト、ベ
ートーベン、シ ュトラウスガ聞いc·モーニングコンサート’の会場としても育名で
ある。 現在もウィーン少年合唱団の寄宿宣告ガある場内は、いつも音楽に溢れてい
る。 モーツ戸ルト、ベートーベンをはじめとする音楽家のフィギヤリンなどの作
自に代表されるように、 戸ウガルテンの作昂ひとつひとつには、その背景にスト
ーリーがある。

・職人の手作りの稀少作晶
戸イテムは11.000、パターンは200という製自ガすべて、熱線し定職人の手作りで
ある。生産敏は極めて少怠いガ、ひとつひとつの作自の完成度は素晴らしいもの
である。
リビング関連部では、その数多 くの作自の中から厳密に製田を選び、 日本市場に
展開していく。

・職人のハンドクラフトによる絵付け作業
成形、焼成され疋白い陶器ひとつひとつに、職人の手で給｛寸けをしていく。色彩
ガ豊富で繊細な昆合いを保つことができるが高度な授術を要するというオー／iー

グレイズ方式を用いて戸ウガルテンの間態は創作される。
多色を使って給柄を描いていく職人、縁総とラインの職人、 阿曽像専門の蛾人と
3つの分野に分けだ職人の手作業のみで製自は完成していく。
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